
令和４年度 第２回 紀南高等学校運営協議会 議事概要 

日  時 令和４年７月１５日（金）１９：００～２１：２０ 

場  所 紀南高等学校会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

辻本、西、喜田、廣畑、長阪、田尾、二村、山本、立嶋、中嶋、 

（県教育委員会）大屋、渡部  

（紀南高校）堀越、西垣戸、湊、込谷、松本  

欠席者 

（敬称略） 
産屋敷、水谷、南 

議  事 

 

 

主な意見 

１ 報告事項 

（１）「第１回紀南高等学校学校運営協議会」議事概要について 

（２）「第２回紀南地域高等学校活性化推進協議会」について 

（３）活性化に係る教職員アンケート結果について 

（４）ＰＴＡ役員会の意見まとめについて 

２ 協議事項 

（１） 令和４年度人権教育推進計画について ⇒ 承認 

・自他を大切にする学びへの取組、差別に気づき、行動できる生徒を育成する 

（２） コミュニティ・スクール部の創設について ⇒ 承認 

（３） 新しい形での学校支援について ⇒ 承認 

・具体的な支援については、今後協議しながら進める 

（４） 防災教育に係る基本計画について ⇒ 承認 

（５）  「紀南地域高等学校活性化」について ⇒ 意見交換 

・令和４年３月に出された「県立高等学校活性化計画」には期待感があったが、

先日の会議では、５クラス統合のメリットが大きいと思われる資料が出て違和

感を持った。統合したら学校の魅力や通学費の関係で和歌山県へ中学生が流れ

る。学力差がある生徒を１校で対応できるのか、再度議論する必要がある。 

・木本への通学は経済的負担が大きい。すぐに定員割れになる可能性があるので

はないか。中学生へのアンケートで実態を把握するほうがよい。 

・統合した場合、きめ細かい支援が続けられるか不安がある。 

・総合学科と普通科の住み分けをどうするのか、考えるべきだ。 

 ・今の子どもたちに何が必要か、現場の先生たちの意見を反映させたアンケート

にするほうがよい。 

・２校舎で先生や生徒が移動することは、アイデアとしてはあるが、交通費など

も必要となり、負担がかかることが予想される。 

３ 連絡事項 

（１）第３回は１１月２５日（金）に開催 
 


